
幼児期 

・障害児が家族の中心 

・親に相手にしてもらえない 

学齢期 

・ストレスを上手く発散できない 

・自分の家族が「普通ではない」と感じる 

・他者に話すことができない、したくない 

・孤立感、疎外感を感じる 

成人期 

・アイデンティティが親と同化 

・兄弟姉妹と適切な距離を保てな

い 

図1.きょうだい児が抱える発達段階ごとの問題例 

いい子タイプ 

悪いことはせず大人の顔色を

みて行動をする 

アクティブなタイプ 

家庭で我慢することが多いため

外ではアクティブな行動を示す  

親代わりタイプ 

親と同じように障害のある兄

弟姉妹児に指導的に接する  

逃避タイプ 

家族と一緒に行動することを

避ける 

図2.きょうだい児が生じやすい性格特性 

きょうだい児の問題が
長期化・深刻化すると 

きょうだい児は「生きに
くさ」から自己表現のし
にくい性格特性を示し
やすくなる 

○内容 

きょうだい児に必要な支援に関する調査 

 

○調査対象者 

小学校4年生～大学生の障害児者の兄弟姉妹がいる男女29名(男性14名女性15名)配布
70部。回収29部（回収率41.42％） 

 

○手続き 

調査を依頼したきょうだい会や学校等に配布し、きょうだい児に対して必要な支援の内容や、
支援をしてほしい人、必要な理由を把握する。 

 

○調査内容 

• 支援内容と必要性とその理由、対象 

• 兄弟姉妹への思い 

• 兄弟姉妹の障害の程度や種類 

• 親の養育態度 

• きょうだい児の性格特性 

 

 

 

 

 

 

 

自由な時間，余暇活動 

周囲の障害理解，将来について 

障害の説明，兄弟姉妹との接し方 

日本特殊教育学会(1988～2011)発表論文の研究内容で挙げられた 
きょうだい児に対する支援の内容 

必要とされている 

必要とされてい
ない 必要とされてい

ない 

感じられていない 影響ないと感じる 
関わろうとして

いる 
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支援ニーズが高い群の方が平
均年齢が高い。 

図3.支援ニーズ群と平均年齢 

支援の必要性について、「とても必要」を1点、「必要」を2点、
「あまり必要ない」を3点、「必要ない」を4点というように得点化
（平均得点12,59）。 
この支援ニーズを高群・低群に分けた。 

「思い返せば支援が必要である」 

という記述から、時が経ってから支
援の必要性に気付くことがある。 



項目 人数 

より兄弟姉妹を理解する 5 

知っても変わらない 4 

小さい頃疑問に思って親に聞いた 5 

単に知りたい 1 

家族だから知りたい 2 

見て分かった 2 

障害について説明する必要性の理由における自由記述 

知っている人・教えられた人は支援を
必要としていない傾向がある。 

兄弟姉妹や家族のことを思いやり、頑
張らなくてはと感じている人ほど支援
を必要としている。 

項目 人数 

意識するから普通でいい 4 

自分で考えてやる 4 

分かっている 8 

難しい障害だから 3 

詳しく兄弟姉妹が嫌なことを知った方がいい 2 

兄弟姉妹との接し方について説明する必要性の理由における自由記述 

全体として必要性が低い。 

必要ない人は意識せず、自分で考え
て行っている。必要ある人は、障害種
の難しさや行動面で付き合い方の情
報を必要としている。 

項目 人数 

自分は知っているように語る 1 

じろじろ見る 2 

からかわれた 3 

障害者に対する心無い言葉 1 

周囲が無理解だと感じた経験における自由記述 

積極的に、障害者や自身に援助してくれることをありがたいという記述もあるが、「何も言わずとも」
や「普通に接してくれること」が良かった経験として挙げている。兄弟姉妹、きょうだい児ともに、特
別扱いせず、困っている時に手を差し出してくれる環境が必要。 

項目 人数 

説明しなくても良かった。 3 

同じ障害の子と会えた 1 

兄弟姉妹に対して気を遣ってくれる 4 

自分自身に気を遣ってくれる 2 

何も言わずにいてくれる 2 

集団が理解あると感じた経験における自由記述 

項目 人数 

関わってほしくなさそう 1 

面倒だから 1 

一人が好きだから 1 

近すぎず、遠ざけすぎず 4 

普通に接することがベスト 3 

関わると安心する 2 

仲が良いから 2 

兄弟が困った時に助けられればいい 2 

兄弟姉妹との関わり方における自由記述 

項目 人数 

家での関わり合いが多い 1 

部活で参加できない 1 

役に立つから 4 

共有 4 

障害理解 4 

楽しい 2 

相談 3 

きょうだい会・親の会の必要性の理由における自由記述 

項目 人数 

進路は自分で決める 3 

親がいなくなった時心配 3 

自分だけで決められるものではない 5 

分からない 2 

自身の将来への不安 3 

進路について相談することの必要性の理由における自由記述 

項目 人数 

自身の成長 1 

兄弟姉妹がいることの幸せ 8 

障害理解 2 

人々との出会い 7 

思いやりの心 4 

兄弟姉妹がいて良かったことにおける自由記述 

兄弟姉妹や自身の性格・障害種に応じて距
離を調整している。 

兄弟姉妹のコミュニケーション能力によって
は、距離を取り辛いこともある 

きょうだい会は「共感」「相談」「障害理解」「楽し
み」という要素で必要性がある。他のきょうだい児
（ピアサポート）との遊びや話し合いには意味があ

り、必要性が高い。 

兄弟姉妹の将来についても心配している。
他の兄弟姉妹がいる場合、兼ね合いがある。 

自身の仕事や将来について兄弟姉妹がどの
ように影響するのか不安に覚える。 

「思いやり」「障害理解」「人々との出会い」
「兄弟姉妹がいることでの幸せ」が挙げられ
る。障害受容や兄弟姉妹との関係性を肯定

的に捉えている例が多い。 

項目 人数 

しっかりしている。頑張っている 10 

何とも思わない。普通である 7 

不満がある 6 

母親の養育態度における自由記述 

良い意見が多かったが、ネガティブな意見としては「表情を出してほしい」「寂しかった」「不公平
を感じる」が挙げられた。 

小さい頃は寂しかったという意見があり、自身が成長するにつれて母親の大変さが理解できた
と思われる。祖母がいたから寂しくなかったという意見があり、話を聞いてくれたり、考えてくれ

たり、不公平を感じさせないということが必要。 

項目 人数 

配慮されたら嫌 1 

いらない。思わない 5 

障害のある兄弟姉妹の方を支援してほしい 5 

これからの心配がある 2 

きょうだい会 3 

小中学生には必要 1 

きょうだい児支援について考えたこと・感想・必要性における自由記述 

きょうだい児の配慮より、兄弟姉妹への配慮を求めている傾向である。
兄弟姉妹との関係が円満であるから、兄弟姉妹を気遣う意見がみられ
た。必要な支援として、将来のことやきょうだい会が挙げられている。 



 

 

 

 共通点 

自由記述より、障害のある兄弟姉妹に対して「何かしてあげたい」という思いが強い 
 
 
 
 
 

年齢はきょうだい児の方が年上 
・きょうだい児13歳 兄弟姉妹11歳 
・きょうだい児18歳 兄弟姉妹16歳 
・きょうだい児14歳 兄弟姉妹12歳 

年上で真面目に家族のことを考え、何
かしなくてはと考えている人ほど、支援
を必要とすると考えられる。 

支援の必要性について、「とても必要」を1点、「必要」を2点、「あまり必要ない」を3点、「必
要ない」を4点というように得点化（平均得点12,59）。 
特に支援を必要としている3事例（得点は6、8、8） 

・私に初めてできた妹と弟なので、たまに怒りたくなることもあるけど、大好きで大
切な存在。もっと一緒に遊んであげたい 

・出来ることは何なのか、また考え直すべきだと思いました 

・いっぱい支援してあげたい、幸せになってほしい、色々教えてあげたい 

○内容 

きょうだい児の支援に関する背景とその客観的な理解についての調査 

 

○調査対象者 

大学生の障害児者の兄弟姉妹がいる男女5名(男性1名女性4名)配布5部。回収5部（回収率
100％） 

 

○手続き 

障害児者が兄弟姉妹にいる大学生の男女に配布し、きょうだい児の支援の背景要因について
尋ね、きょうだい児自身の支援の必要性の客観的理解を図る。 

○調査内容 

 

 

 

 

 

 

 

年齢と性別(きょうだい児、兄弟姉妹、他の兄弟姉妹) 

兄弟姉妹の障害種と障害による影響、困り感 

周囲の理解や支援環境 

自身の性格（被援助志向性） 

親との関係 

兄弟姉妹との関係 

・日本特殊教育学会
(1988～2011)発表論文
の研究内容で挙げられた 

きょうだい児の支援の背景
要因 

 

・研究Ⅰでみられたきょう
だい児の支援の背景要因 

自閉症の場合 

急な感情変化や衝動的な行動に困り
感が生じている。 

運動能力や理解力、交流への困り感
は少ない。 

 

肢体不自由の場合 

急な感情変化や衝動的な行動への困
り感は少ない。 

運動能力や理解力、交流への困り感
が生じる。 
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衝動性 

コミュニケーション 

生活スキル 

生活習慣 

理解力 

交流 

運動能力 

障害によるきょうだい児の困り感の強さ 
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信頼 

関与 協力 

理解 

一体感 

兄弟姉妹との関係 

共通項 

兄弟姉妹に好意をもち、家族としての一
体感を感じている。 

時折、兄弟姉妹のことを理解できない。 
 

自閉症の場合 
兄弟姉妹同士の関わり合いが少ない。 

平等と感じる。 
 

肢体不自由の場合 
兄弟姉妹の関わり合いが少ない。 
信頼できず、平等だと思いにくい。 
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周囲からの支援 

「祖父母からの支援」「相談相手の存在」がある。 
「家庭の経済状況」「家庭の住環境」「周囲の理解」は支援されている。 

「きょうだい会・親の会」について、参加している協力者が1名のみ。支援の状況も低い。 
「物質的な支援」は１名が高い得点を示したが、他の3名は、支援が無かったと回答。 

全体を通した「支援の必要性」も、4名とも低い得点となった。 
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自己表現 

自己中心性 信頼 

責任感 
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性格 

「優しさ」は4名とも高く認識しており、「自己
表現」や「外向性」については、4名とも低く

認識している。 
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信頼 好意 

関与 

一体感 

親との関係 

「親への信頼感」「親への好意」「家族とし
ての一体感」が高い。 

一方で、「親からの関与・干渉」の得点は
年齢の影響から低い。 



障害者の「きょうだい」の振り返りシート（質問シート） 

これからお聞きする質問文に合う回答をしてください。 

 

1.ご自身の年と性別を書いてください。 

何歳（      歳  ） ・ 性別（ 男性 ・ 女性 ） 

 

2.障害のある兄弟姉妹の年と性別を書いてください。複数人いる場合は、人数分を書いてください。 

何歳（      歳  ） ・ 性別（ 男性 ・ 女性 ） 

 

何歳（      歳  ） ・ 性別（ 男性 ・ 女性 ） 

 

何歳（      歳  ） ・ 性別（ 男性 ・ 女性 ） 

 

3.障害のある兄弟姉妹と自身との年差を書いてください。 

年差（       歳差 ） 

 

4.他に兄弟姉妹がいる場合は、その兄弟姉妹の年と性別を書いてください。複数人いる場合は、人

数分を書いてください。 

何歳（      歳  ） ・ 性別（ 男性 ・ 女性 ） 

 

何歳（      歳  ） ・ 性別（ 男性 ・ 女性 ） 

 

何歳（      歳  ） ・ 性別（ 男性 ・ 女性 ） 

 

5.ご兄弟姉妹の知的障害の有無について当てはまるものに○をつけてください。  

（ aある ・ bない ） 

 

6.兄弟姉妹の障害の種類について当てはまるものに○をつけてください。複数○をつけてもかまい

ません。また当てはまるものがない場合は○をつけないでください 

(  a知的障害 ・ b自閉症 ・ cダウン症 ・ dLD ・ eADHD ・ f精神疾患  

g体が弱い ・ hその他(           ) ) 

 

7. 兄弟姉妹の障害の種類について当てはまるものに○をつけてください。複数○をつけてもかまい

ません。また当てはまるものがない場合は○をつけないでください。 

（ a肢体不自由 ・ b視覚障害 ・ c聴覚障害 ・ dその他（          ）） 

 

8.兄弟姉妹の障害で感じる自分への困り感について、当てはまるものに○をつけてください。 

 

  大きい       小さい 

兄弟が急に怒ったりすることや、考えが年と合わないことで感じ

る困り感 
5 4 3 2 1 

兄弟が急に行動をすることや、ルールやマナーに合わないこと

をすることで感じる困り感 
5 4 3 2 1 

兄弟とコミュニケーションしようとしても出来ないこと、難しいこと

で感じる困り感 
5 4 3 2 1 

兄弟がトイレなどの生活に必要な行動が出来ないこと、難しいこ

とで感じる困り感 
5 4 3 2 1 

兄弟が食事や睡眠などの生活に必要な習慣が出来ていないこ

と、難しいことで感じる困り感 
5 4 3 2 1 

兄弟の学力や、周囲の様々なものを理解できないこと、難しいこ

とで感じる困り感 
5 4 3 2 1 

兄弟と一緒に遊んでいて感じる困り感や、一緒に遊ぶことが出

来ないこと、難しいことで感じる困り感 
5 4 3 2 1 

兄弟が運動出来ないこと、難しいことで感じる困り感 5 4 3 2 1 

 

9.自分に支援をしてくれる人や団体の有無について当てはまるものに○をつけてください。「ある・

いる」の場合は、支援状態について当てはまるものに○をつけてください。 

  ある・なし 支援の状態 

      良い       そうでもない 

親 いる いない           

何でも相談できる友だち いる いない           

祖父母からの思いやりのあ

る言葉や気遣い 
いる いない 5 4 3 2 1 

兄弟姉妹がいることで足りな

いと思う物や場所をくれる人 
いる いない 5 4 3 2 1 

相談相手 いる いない 5 4 3 2 1 

他の兄弟姉妹の気遣い いる いない 5 4 3 2 1 

他の兄弟姉妹への相談 いる いない 5 4 3 2 1 

きょうだい会での活動 ある ない 5 4 3 2 1 

親の会での活動 ある ない 5 4 3 2 1 

家の経済面（お金のこと） 
  

5 4 3 2 1 

家の環境（綺麗さや音など） 
  

5 4 3 2 1 

周囲の理解（学校や地域等） 
  

5 4 3 2 1 

10.障害のあるご兄弟姉妹がいて、自分に特別な支援が必要だと感じますか。 

(  aとても必要 ・ b必要 ・ cあまり必要ない ・ d必要ない ) 

 

11.ご自身の性格について当てはまるものに○をつけてください。また、下記の性格でご自身に支援

の影響があると思う項目に○をつけて下さい。複数○をつけても構いません。 

例 

自分から進んで行動する 
 

人から言われて行動する 

人とよく関わる 
 

一人でいることが多い 

自分に自信を持っている 
 

自分は人より劣っていると感じる 

自分のことをよく人に話す 
 

自分のことは人に隠す 

 

ご自身の性格 

自分から進んで行動する 
 

人から言われて行動する 

人とよく関わる 
 

一人でいることが多い 

自分に自信を持っている 
 

自分は人より劣っている感じる 

自分のことをよく人に話す 
 

自分のことは人に隠す 

周りのことより自分のことを優先

する 

 自分のことより周りのことを優

先する 

人を信頼しやすい 
 

人に不信感を持つことが多い 

責任感がある 
 

適当的である 

あまり考えずに行動する 
 

よく考えて行動する 

優しい 
 

厳しい 

 

●下記の項目で、自身への支援に影響があると思われる項目に○をつけてください。 

( a人から言われて行動する  b一人でいることが多い  c自分は人より劣っている感じる   

d自分のことは人に隠す  e自分のことより周りのことを優先する f人に不信感を持つことが多い  

g適当的である  hよく考えて行動する  i厳しい ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.ご自身と親との関係性について当てはまるものに○をつけてください。また、下記の関係性でご

自身に支援の影響があると思う項目に○をつけて下さい。複数○をつけても構いません。 

例 

親の言うことを聞く 5 4 3 2 1 そうでもない 

親は自分の言うことを聞いてくれる 5 4 3 2 1 そうでもない 

 

親との関係性 

親の言うことを聞く 5 4 3 2 1 そうでもない 

親は自分の言うことを聞いてくれる 5 4 3 2 1 そうでもない 

親は自分に対して厳しく接する 5 4 3 2 1 そうでもない 

親のことを信頼している 5 4 3 2 1 そうでもない 

親のことが好きである 5 4 3 2 1 そうでもない 

親は自分とよく関わってくれる 5 4 3 2 1 そうでもない 

親は自分を理解してくれている 5 4 3 2 1 そうでもない 

●下記の項目で、自身への支援に影響があると思われる項目に○をつけてください。 

( a親の言うことを聞く  b親は自分の言うことを聞いてくれる  c親は自分に対して厳しく接する 

d親のことを信頼している  e親のことが好きである  f親は自分とよく関わってくれる   

g親は自分を理解してくれている ) 

 

13.ご自身と障害のあるご兄弟姉妹との関係性について当てはまるものに○をつけてください。ま

た、下記の関係性でご自身に支援の影響があると思う項目に○をつけて下さい。複数○をつけても

構いません。 

例 

兄弟姉妹のことが好きである 5 4 3 2 1 そうでもない 

兄弟姉妹と自分は平等である 5 4 3 2 1 そうでもない 

 

ご兄弟姉妹との関係性 

兄弟姉妹のことが好きである 5 4 3 2 1 そうでもない 

兄弟姉妹と自分は平等である 5 4 3 2 1 そうでもない 

兄弟姉妹を信頼している 5 4 3 2 1 そうでもない 

兄弟姉妹とよく関わっている 5 4 3 2 1 そうでもない 

兄弟姉妹と仲が良い 5 4 3 2 1 そうでもない 

兄弟姉妹のことを理解できる 5 4 3 2 1 そうでもない 

兄弟姉妹と家族である感じる 5 4 3 2 1 そうでもない 

●下記の項目で、自身への支援に影響があると思われる項目に○をつけてください。 

( a兄弟姉妹のことが好きである  b兄弟姉妹と自分は平等である  c兄弟姉妹を信頼している 

d兄弟姉妹とよく関わっている  e兄弟姉妹と仲が良い  f兄弟姉妹のことを理解できる 

g兄弟姉妹と家族である感じる ) 

 

 

 

 

障害者の「きょうだい」の振り返りシート（記入シート） 

質問シートの回答に合わせて記入例を参考にして記入してください。 

 

1.本人と兄弟姉妹の年れいと性別 

 

 

・本人は○ 

・障害のある兄弟姉妹は△ 

・他の兄弟姉妹は□ 

で記入します。 

 

記入例 

本人：男 15歳 

障害のある兄弟姉妹：男 19歳 

他の兄弟姉妹①：男 23歳 

他の兄弟姉妹②：女性 10歳 

2.兄弟姉妹の障害種とその程度 

記入例 

知的障害があり、自閉症の兄弟姉妹の場合。グラフは質問文の回答に合わせて記入します。 

知的障害の有無 （ ある ・ なし ） 

( a 知的障害  b 自閉症  c ダウン症  dLD  eADHD  f 精神障害  g 体が弱い   

h肢体不自由  i視覚障害  j聴覚障害  kその他(           ) ) 

 

 

知的障害の有無 （ 有 ・ 無 ） 

(  a 知的障害  b 自閉症  c ダウン症  dLD  eADHD  f 精神障害  g 病虚弱    

h肢体不自由  i視覚障害  j聴覚障害  kその他(           ) ) 

 

3.今の支援や環境の状況 

記入例 

両親がいて親友がいて、支援が必要と感じる場合。グラフは質問文に合わせて記入します。「無」の

場合、0で記入します。 

親（ いる ・ いない ・ 父親のみ ・ 母親のみ ） 

親友（ いる ・ いない ） 

支援の必要性 (  aとても必要 ・ b必要 ・ cあまり必要ない ・ d必要ない ) 

 

 

親（ いる ・ いない ・ 父親のみ ・ 母親のみ ） 

親友（ いる ・ いない ） 

支援の必要性 (  aとても必要 ・ b必要 ・ cあまり必要ない ・ d必要ない ) 

 

4.自身の性格 

記入例 

質問文の回答に合わせて記入します。 

ご自身の性格 

自分から進んで行動する 

 

人から言われて行動する 

人とよく関わる 

 

一人でいることが多い 

自分に自信を持っている 

 

自分は人より劣っている感じる 

自分のことをよく人に話す 

 

自分のことは人に隠す 

周りのことより自分のことを優先する 

 

自分のことより周りのことを優先する 

人を信頼しやすい 

 

人に不信感を持つことが多い 

責任感がある 

 

適当的である 

あまり考えずに行動する 

 

よく考えて行動する 

優しい 
 

厳しい 

 

グラフの外側の項目が質問文の左側の項

目になっています。質問文で記入したよう

に記入します。 

例えば、「人とよく関わる」項目は、左か

ら 1 番目に記入したため、外側の 1 番目

に記入します。「自分のことをよく人に話

す」項目では、左から 4 番目に記入した

ため、外側から 4番目に記入します。 

5.親と兄弟姉妹との関係性 

記入例 

質問文に回答した番号に合わせてグラフに記入します。 

 

 

  

支援項目チェックシート 

○自分自身に必要だと思う支援にチェックを入れてください。また、（    ）の中に、してほしいと

思う人を記入してください。 

 

1．□ 障害の特徴
とくちょう

や、障害とどのように関わっていくべきか話し合うこと、教えてもらうこと 

 例：詳しい人に、障害によって、どのようなことが苦手になったり難しくなるか、どのように話しか

けたり、関わると良いかを教えてもらう。 

 

○してほしい人（                                ） 

 

2．□ 兄弟姉妹とどのように関わっていくべきか話し合うこと、教えてもらうこと 

 例：大人やお母さん、お父さんから、兄弟姉妹の性格や障害について教えてもらう。大人と一緒に、

兄弟姉妹と遊んで、兄弟姉妹の好きなことや苦手なことを知る。 

 

○してほしい人（                                ） 

 

3．□ いろいろな人と一緒に遊んだり、オリエンテーションをすること 

 例：きょうだい児と一緒に遊ぶ。お母さんやお父さんと遊ぶ。兄弟姉妹と一緒に遊ぶ。いろいろな人

と遊んだり、イベントをする。 

 

○してほしい人（                                ） 

 

4．□ 兄弟姉妹や自分自身の将来について相談すること 

 例：年上のきょうだい児の人に、今のこと、これからしたいことなどを話してもらう。大人の人に、

兄弟のことや自分自身のことを聞いてもらう。 

 

○してほしい人（                                ） 

 

○他に、兄弟姉妹がいて困ること、できないからしてほしいことがあれば下記に記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

きょうだい児は、健常児の兄弟姉妹とは異なり、様々な生きにくさの要因がある。例えば、障害の
ある兄弟姉妹、周囲の理解、親、祖父母が挙げられる。 

それら要因が相互に影響し合い、きょうだい児が負荷を感じ、支援を必要とする場合がある。 

そのため、きょうだい児が、自身の周囲の環境を客観的に理解し、適切な支援を受けられるよう
な環境を整備する必要があると考えられる。 

研究Ⅰより 
全体を通して、支援の必要性は低いという結

果であった。 
 

「きょうだい会」は、必要性が高く、「きょうだい
会・親の会」は、きょうだい児にとって大きな
意味のある支援である。「きょうだい会・親の
会」の支援の中身において、「共感」「相談」
「障害理解」「楽しみ」が挙げられている。 

 

「親からの支援」が多くの支援項目で挙げら
れており、親から関心を向けられたい、親か
ら日常的な支援が必要であるという思いが本

調査の対象者から考えられる。 

研究Ⅱより 
排泄や清掃といった生活スキルに関しては、特別支援学
校などで、特に指導される機会が多いことや、協力者以外
が兄弟姉妹の世話をするなど、協力者が関与しないと考
えられるため困り感が低い。一方で、就寝する時間や起
床する時間、食事制限や偏食による問題は、生活に密接

しているため、困り感を生じている場合が多い 
 

きょうだい児の性格特性として挙げた「良い子」の傾向が
表れ、「優しさ」が高く、「自己表現」や「外向性」が低い。 

 

協力者と障害をもつ兄弟姉妹は、「好意をもち、家族の一
員としているが、一方で兄弟姉妹のことを理解できない点

がある」傾向にある 


